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山形県の女性の暮らし方、働き方に関するアンケート調査（中間報告）について 

 

Ⅰ 調査の概要  

１ 趣 旨  

・若年女性の転出超過が課題となっていることから、転出志向や、希望する暮らし方・

働き方の要素等、女性の現状・ニーズを把握する。 

・調査結果は、オンライン 100 人女子会の結果とともに、デジタルリポートとしてと

りまとめ、県民に広く周知するとともに、今後の施策立案に活用する。 

２ 対 象 

山形県在住または山形県への UIJ ターン等に関心がある方（学生・生徒を含む） 

 ３ 期 間 

   令和３年 11 月８日（月）～11 月 30 日（火） 

 ４ 方 法 

   インターネットによる公開アンケート方式 

５ 調査項目 

・生活の満足度 

   ・希望する場所・暮らし方について 

   ・働く環境と希望する働き方について 

   ・性別役割分担等の意識の現状について 等 

６ 回収数 

1,310 件（うち 女性 1,121 件、男性 183 件、その他 6 件） 

Ⅱ 回答者の属性 （女性抜粋）                   （N＝1121） 

 【年 代】                【既婚・未婚】 

 

 

 

 【居住地域】               【現在の職業】 

 

 

 

 

 

 

 

※県内（N＝1084）の内訳 

（村山地域 57.3%、最上地域 6.3％、 

置賜地域 14.8％、庄内地域 21.7％） 

令和３年１２月２０日 

しあわせ子育て応援部 

参 考 
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Ⅲ 主な調査結果  

１ 生活の満足度 

 「大変満足」と「満足」を合わせた『満足』は、「食や自然環境」が 86.4％と最

も高く、ついで「家庭生活」（57.1%）、「子育ての環境」（33.4%）となっている。 

 一方、「不満」と「やや不満」を合わせた『不満』は、「交通・買い物等の生活環

境」が 46.7%と最も高く、ついで「社会通念・慣習・しきたり等」（44.8%）、「雇

用環境」（37.9%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 希望する場所・暮らし方について 

（１）今後の人生で、最も長く住みたいと思う場所 

 「山形県内」に今後の人生で最も長く住みたいと思っている女性は、56.8%にとどま

っている。ついで、「特に決めていない」が 22.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住みたいと思う理由を自由記述式で尋ねたところ、「山形県内」と回答した理由では

「住み慣れていて生活しやすい」「実家、家族、友人がいるから」などが多く、「山

形県外」と回答した理由では「雪が少なく、交通の便がいい」「賃金が高い」「就き

たい仕事がある」などが多かった。 
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（２）希望する暮らし方ができる環境とはどのようなものか（３つまで選択） 

 「都市と田園双方の魅力が堪能できるなど、便利さと自然のバランスがよい」が 40.1％と

最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 働く環境と希望する働き方について 

（１）県内企業に望むこと（３つまで選択） 

 「短時間勤務やフレックスタイムなどの柔軟な働き方」が 40.5％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）希望する働き方ができる環境とはどのようなものか（複数選択） 

 「自分にとってやりがいがあると思える仕事をすることができる」が 63.3％と最も高く、次い

で「処遇や福利厚生が充実している」（58.3%）、「従業員の個人的な生活時間の確保に

配慮する雰囲気がある」（53.8%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上位 10 項目 

※上位 10 項目 

※上位 10 項目 

自分にとってやりがいがあると思える仕事をすることができる 

 処遇や福利厚生が充実している 

従業員の個人的な生活時間の確保に配慮する雰囲気がある 

 残業や休日出勤が少ない 

育児休業制度等子育てとの両立支援の制度が活用できる雰囲気がある 

男女の区別なく昇進・昇格できる雰囲気がある 

フレックスタイム制度や在宅勤務制度など柔軟に働ける環境がある 

 仕事と子育てを両立しながら働き続ける先輩が多くいる 

 自宅と職場が近く、混雑も少ないなど、通勤環境が良い

 副業・兼業ができる 

短時間勤務やフレックスタイムなどの柔軟な働き方 

出産・育児・介護への経済的な支援 

 結婚・出産などで一旦退職した女性の雇用の拡大 

 管理職や人事担当者の意識改革 

 出産・育児・介護休暇制度の充実 

 女性の積極的な採用・管理職への登用 

 女性の中途採用制度の導入・拡大 

 出産・育児休暇から復職した際の支援制度の充実 

 男性職員の家事・育児・介護参加の啓発・支援 

 テレワークや在宅勤務制度の導入 

都市と田園双方の魅力が堪能できるなど、便利さと自然のバランスがよい 

 食べ物やおいしいなど、食文化が豊かである 

 公共交通機関が充実している 

 親や親戚、友人などが近くにいる 

 古くからの考え方やしきたりに縛られることがない（少ない） 

文化・レジャー・スポーツなどの趣味・娯楽の施設や機会が充実している 

 自然と調和したのびのびとした暮らしができる 

保育所や子育て支援センターなどの子育て環境が充実している 

学校などの教育環境が充実している  

地域コミュニティがしっかりしていて安心感がある 
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４ 性別役割分担等の意識の現状について 

（１）性別役割分担意識の現状（複数選択） 

 「家事や子育ては、夫婦で共同で行うのが良い」が 86.0％と最も高く、次いで「男性も家

事・育児に積極的に関わったほうが良い」（78.9％）、「家計は夫婦で担うのが良い」

（74.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）山形県での仕事や暮らしの中で感じた違和感（悔しい、がっかり、残念など）（複数選択） 

 「女性への家庭責任(家事・育児・介護など)の偏り」が 62.5％と最も高く、つい

で「狭いコミュニティによる息苦しさ」（54.4%）、「『男性(男の子)だから、女性

(女の子)だからこうあるべき』という固定観念や慣習」（52.1%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上位 10 項目 

家事や子育ては、夫婦が共同で行うのが良い 

男性も家事・育児に積極的に関わったほうが良い 

 家計は夫婦で担うのが良い 

できれば、女性も一生働き続けたほうが良い 

 仕事よりも自分の自由時間を優先したい 

 仕事よりも家事や子育てを優先したい 

子どもが小さいうちは母親は育児に専念したほうが良い 

 家族を養うのは、主に男性の役割だと思う 

 家事や子育ては、主に女性の役割だと思う 

 当てはまるものが無い 

女性への家庭責任(家事・育児・介護など)の偏り 

 狭いコミュニティによる息苦しさ 

「男性(男の子)だから、女性(女の子)だからこうあるべき」という固定観念や慣習 

 上の世代との男女平等に関する意識のギャップ 

 結婚や子どもを持つことへの期待 

男性が家事・育児を行う事への家庭の中や地域社会の理解が十分でない 

女性が子育てしながら働くことへの理解が十分ではない(又は必要以上な配慮) 

「女性活躍」への違和感（女性に対する働き手や少子化対策への期待の大きさなど） 

男性が家事・育児を行うことへの職場の理解が十分でない 

 嫁として同居や介護などへの期待 


